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業務の適正を確保するための体制
(1) 当社及び子会社から成る企業集団(「当社グループ」)の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に
適合することを確保するための体制
①　当社は、代表取締役社長を委員長とする「リスク管理委員会」に「コンプライアンス部会」を設置し、
遵法精神に基づく企業行動並びに社員行動の徹底を図るための重要事項を審議し、推進する。また、「企
業理念」「経営理念」「コンプライアンス規程」を制定し、周知徹底することにより当社グループ全役職
員のコンプライアンスに対する意識の維持向上に努める。

②　当社取締役会は、法令及び定款等の遵守のための体制を含む「内部統制システム構築に関する基本方
針」を決定し、その実施状況を監督するとともに、適宜、基本方針の見直しを行う。
③　当社監査等委員会は、内部統制システムの整備と実施状況を含め、業務執行状況の調査を行い、独立し
た立場から取締役の職務執行の監査を行う。
④　当社は、内部監査部門として代表取締役社長直轄の内部監査室を設置し、「内部監査規程」及び内部監
査計画に基づき、各部門について内部統制システムの有効性を含めた内部監査を実施し、監査結果は、定
期的に代表取締役社長に報告するとともに、監査等委員会に対しても内部監査の状況を報告する。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
①　株主総会議事録、取締役会議事録等の法定文書のほか重要な職務執行に係る情報が記載された文書（電
磁的記録を含む。）を、「文書管理規程」に従い、適切に保存し、管理する。
②　取締役は、取締役の職務執行を監督するために必要とするときは、これらの文書をいつでも閲覧できる
ものとする。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①　当社グループは、リスクマネジメントを行うため、当社代表取締役社長を委員長とした「リスク管理委
員会」を組織し、当社グループ全体の横断的なリスク管理体制を設ける。
②　「リスク管理委員会」は、「クワザワグループリスク管理基本方針」「リスク管理規程」に基づきグルー
プ全社のリスクを統括管理し、リスク管理状況を定期的に取締役会に報告する。

③　大規模な事故、災害、不祥事等が発生した場合には、代表取締役社長を本部長とする「対策本部」を設
置し危機対応の体制をとると同時に迅速に行動し、損害及びその拡大を防止する。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①　当社は、取締役の職務執行を効率的に行うために、取締役会を月１回の定時開催に加え、必要に応じて
適宜臨時に開催するものとし、迅速かつ適正な決定を行う。また、その決定に基づく職務執行にあたって
は、効率的な業務執行を行う。

②　当社は、グループ企業全体の意思決定の迅速化、適正化を図るため、「関係会社管理規程」により権限
や責任を明確にするとともに、子会社における重要事項については、当社取締役会において審議する。
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(5) 企業集団における業務の適正を確保するための体制
①　当社は、当社グループ企業全てに適用する行動指針として「企業理念」「経営理念」を定め、グループ
企業全体において遵法経営を実践する。
②　当社の取締役は、子会社の取締役等の職務執行の監督を行うとともに、重要事項の当社への承認・報告
を義務付ける。

(6) 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及
び当該使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性並びに監査等委員会の指示の実
効性の確保に関する事項
①　監査等委員会がその職務を補助する使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査等委員会と協議の
上、監査等委員会を補助すべき使用人を置く（監査等委員会を補助すべき取締役は置かない。）。
②　当該使用人の任命、異動、評価、指揮命令権限等は、監査等委員会の事前の同意を得るものとし、当該
使用人の監査等委員以外の取締役からの独立性と指示の実効性を確保する。

(7) 当社及び子会社の取締役等及び使用人が監査等委員会に報告するための体制その他監査等委員会への報告
に関する体制及び報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いを受けないことを確保
するための体制
①　当社グループの取締役及び使用人並びに当社子会社の監査役は、当社及び当社グループの業務又は業績
に影響を与える重要な事項につき、その内容、業務執行の状況及び結果について遅滞なく監査等委員会に
報告する。また、これに係わらず、監査等委員会はいつでも必要に応じて、当社グループの取締役及び使
用人並びに当社子会社の監査役に対して報告を求めることができる。
②　当社グループは、内部・外部通報制度を整備するとともに、通報をしたことによる不利益な扱いを受け
ないことを「内部通報規程」に明記し、当社グループ企業全てに周知徹底する。

(8) 監査等委員の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
①　監査等委員会は、監査計画を実行するための予算を確保する。
②　監査等委員がその職務執行につき、会社法に基づく費用の前払い等の請求をしたときは、当該請求に係
る費用が当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかにその費用を支出す
る。

(9) その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制
①　当社監査等委員会は、代表取締役社長等と定期的に会合をもち、経営方針、会社の対処すべき課題、会
社を取り巻くリスクのほか、監査等委員会監査の環境整備の状況、監査上の重要問題等について意見を交
換する。

②　当社及び主要子会社の監査等委員及び監査役は、グループ企業全体の監査状況を把握し課題を検討する
ため、定期的に意見交換を行う。
③　当社内部監査部門は、当社監査等委員会との情報交換を含め連携を密なものとする。

－ 2 －



(10) 財務報告の信頼性を確保するための体制
①　当社グループの財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引法に基づき有効かつ適切な内部統制シ
ステムを構築する。
②　その整備・運用状況について継続的に評価し、必要な是正措置を行い、実効性のある体制の構築を図
る。

(11) 反社会的勢力を排除するための体制
①　社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力に対しては、組織全体で毅然とした態度で
臨むものとし、反社会的勢力とは一切の関係を遮断する。

②　「反社会的勢力排除に関するマニュアル」を制定し、周知徹底することにより当社グループ全役職員が
一体となって反社会的勢力排除に向けた取り組みを行う。
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業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
(1) 内部統制システム構築の基本方針の決議
　内部統制システム構築の基本方針については、見直しが必要な場合、取締役会において適時、適切に改定
を決議することとしております。

(2) 取締役の職務の執行の適正性、効率性
　当期においては、取締役会を13回開催し法令等に定められた事項や経営にかかわる重要な事項を決定す
るとともに、取締役間の意思疎通を図り相互に業務執行を監督し、経営体制における透明性の確保に努めま
した。

(3) 取締役の選任・解任及び取締役の報酬を適正に決定するための体制
　取締役会において、取締役の選任・解任及び取締役の報酬額や報酬水準、報酬制度を決定する際は、より
透明性・公正性を高めるために、その構成委員の過半数を独立社外取締役とする指名・報酬委員会を設置し
ており、取締役会では同委員会の答申及び監査等委員会の意見を尊重して最終的な方針決定を行っておりま
す。

(4) 監査等委員の監査が実効的に行われることの確保
　当期においては、監査等委員会を13回開催し、監査方針や監査計画を決定するとともに、監査に関する
重要事項について報告、協議を行いました。
　また、監査等委員は業務執行に関する情報収集及び監視のため、取締役会をはじめリスク管理委員会等の
重要会議への出席や稟議書、契約書等の重要書類の閲覧を行っております。さらに、監査の実効性を高める
ため、内部監査室及び会計監査人と連携し、定期的に意見交換を行っております。

(5) コンプライアンス体制
　役員及び従業員に対し、コンプライアンス規程に基づいて定期的に研修を実施し、コンプライアンス教育
体制を整備し、周知と遵守の徹底に努めております。
　また、各部門にコンプライアンス担当者を配置し全社的なコンプライアンス意識の醸成と情報体系を確保
するとともに、リスク管理委員会内にコンプライアンス部会を設置し、遵法精神に基づく企業行動並びに社
員行動の徹底を図るための重要事項を審議する体制を構築しております。
　さらに、法令、社内規程等の違反を報告するための通報窓口を社内及び社外に設け、通報者の保護を徹底
するとともに違反等の早期発見と是正を図り、コンプライアンス体制の強化に努めております。
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(6) リスク管理体制の強化
　リスク管理規程に基づき様々なリスクに対する対応体制やリスク極小化に向けたリスク管理方針を明確に
するとともに、リスク管理委員会を設置し、当期において４回開催しました。
　リスクに対して適正に対応し、リスク管理システムの継続的な改善を行う体制を構築しております。

(7) 当社グループにおける業務の適正の確保
　関係会社管理規程に定めている承認事項及び報告事項に基づき、当社経営企画部が主管部署となり、子会
社から当社へ報告を行う体制を構築しており、適宜、子会社へ指導、監督を行っております。
　また、年２回、関係会社責任者会議を開催し、各子会社の代表者から経営状況等の報告を受け、現況をよ
り具体的に把握できる仕組みを構築しております。なお、当社の内部監査室が子会社の監査を定期的に実施
しております。
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連結株主資本等変動計算書

（単位：百万円）
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 417 326 13,156 △446 13,452

会計方針の変更による
累積的影響額 53 53

会計方針の変更を反映した
当期首残高 417 326 13,209 △446 13,506

当期変動額

剰余金の配当 △90 △90

親会社株主に帰属する
当期純利益 559 559

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 469 △0 469

当期末残高 417 326 13,679 △446 13,975

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 313 △15 298 134 13,885

会計方針の変更による
累積的影響額 53

会計方針の変更を反映した
当期首残高 313 △15 298 134 13,939

当期変動額

剰余金の配当 △90

親会社株主に帰属する
当期純利益 559

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △100 △23 △124 △4 △129

当期変動額合計 △100 △23 △124 △4 339

当期末残高 212 △39 173 130 14,279

（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
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連結注記表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数　　17社
主要な連結子会社の名称

㈱クワザワ
㈱フリー・ステアーズ
㈱クワザワ工業
㈱住まいのクワザワ
丸三商事㈱

(2) 主要な非連結子会社名
日桑建材㈱
和光クリーン㈱
恵庭アサノコンクリート㈱

連結の範囲から除いた理由
　非連結子会社３社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合
う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていない
ためであります。

２．持分法の適用に関する事項
(1) 持分法を適用した関連会社数　　１社

会社等の名称
北海道管材㈱

(2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社等の名称
日桑建材㈱
和光クリーン㈱
恵庭アサノコンクリート㈱
大野アサノコンクリート㈱

持分法を適用しない理由
　持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等
に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用から除外しておりま
す。
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３．連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社のうち、和寒コンクリート㈱の決算日は12月31日、㈱クワザワエージェンシーの決算日は２
月20日、東日本自工㈱の決算日は２月28日であります。
　連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引
については、連結上必要な調整を行っております。
　上記の他の連結子会社の決算日は、全て連結決算日と同一となっております。

４．会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

②　棚卸資産
　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。
　未成工事支出金及び販売用不動産については個別法、その他の商品については主として移動平均法
によっております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法によっております。
　ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以
降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。
　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっておりま
す。

②　無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法によっております。
　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法に
よっております。

③　リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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(3) 重要な引当金の計上基準
①　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率又は法人税法上の規定に基
づく法定繰入率により、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不
能見込額を計上しております。

②　賞与引当金
　従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

③　役員賞与引当金
　役員賞与の支給に備えるため、当連結会計年度における支給見込額を計上しております。

④　完成工事補償引当金
　将来発生する瑕疵担保、アフターサービス等の費用にあてるため、完成工事に係る過去の実績に基
づいて計算された額を計上しております。

⑤　厚生年金基金解散損失引当金
　厚生年金基金の解散に伴い発生する損失に備えるため、当該負担見込相当額を計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法
①　退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法に
ついては、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年
数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しており
ます。

③　小規模企業等における簡便法の採用
　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都
合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
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(5) 重要な収益及び費用の計上基準
　当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容
及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

①　商品及び製品の販売
　建設資材事業においては、セメント、生コンクリート、コンクリート用化学混和剤、土木資材及
び鉄鋼製品などの基礎資材、住宅機器及び省エネルギー機器などの住宅資材の販売を行っておりま
す。このうち、生コンクリート及びサッシについては製造・加工販売を行っております。これらの
商品及び製品の販売については、顧客に商品及び製品それぞれを引き渡した時点で収益を認識して
おります。当社及び連結子会社が代理人と判断した商品は主に、製造を伴わない生コンクリートを
中心とした基礎資材であり、これらの商品の販売については他の当事者により商品が提供されるよ
うに手配することが当社及び連結子会社の履行義務であることから、代理人取引と判断しておりま
す。商品の販売のうち、当社及び連結子会社が代理人に該当すると判断したものについては、他の
当事者が提供する商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益と
して認識しております。基礎資材及び住宅資材の販売について、リベートを付して販売する場合、
取引価格は、契約において顧客と約束した対価から当該リベートの見積額を控除した金額で算定し
ており、当該リベートの見積額は過去の実績等に基づき合理的に算出しております。約束された対
価は履行義務の充足時点から概ね２ヶ月以内に支払いを受けており、対価の金額に重要な金融要素
は含まれておりません。

②　工事契約
　建設工事事業においては、建設資材の販売に伴う外壁取付やユニットバスなどの工事施工等を行
う「資材関連工事」、ゼネコン等の下請けとなる内装工事や戸建て住宅の建築請負に係る元請け工
事などを行う「専業工事」、住宅リフォーム全般を扱う「住宅リフォーム工事」のほか、マンショ
ンの防水工事及び塗装工事を主体とした「大規模修繕工事」を行っております。これらの工事契約
については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗率の
見積り方法は、主に発生原価に基づくインプット法によっております。進捗度の測定は、契約ごと
に期末日までに発生した原価が見積り総原価に占める割合に基づいて行っており、進捗度を合理的
に見積もることができない契約については、発生した原価のうち回収することが見込まれる部分と
同額を収益として認識しております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足す
ると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、履行義務
を充足した時点で収益を認識する方法に変更しております。また、工事契約において当社及び連結
子会社は契約不適合責任を負っており、引渡しが完了した物件の契約不適合に基づくアフターサー
ビス等の費用を過去の実績に基づいて算定し、完成工事補償引当金として認識しております。工事
の対価は契約条件に従い、概ね履行義務の進捗に応じて段階的に受領しており、対価の金額に重要
な金融要素は含まれておりません。
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③　運送契約
　資材運送事業においては、建設資材等の運送業務を行っており、運送役務が完了した時点で収益
を認識しております。約束された対価は履行義務の充足時点から概ね２ヶ月以内に支払いを受けて
おり、対価の金額に重要な金融要素は含まれておりません。

④　不動産賃貸契約
　不動産賃貸事業においては、倉庫、事務所、土地等の賃貸を行っており、賃貸契約に定めた賃貸
期間の経過に基づき収益を計上しております。約束された対価は賃貸期間の開始日前に支払いを受
けており、対価の金額に重要な金融要素は含まれておりません。

　ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準
　リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。

(6) のれんの償却方法及び償却期間
　個別案件ごとに判断し、合理的な年数（５年）で均等償却しております。

（会計方針の変更に関する注記）
（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」と
いう。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、
当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。
　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

(1) 代理人取引に係る収益認識
　商品販売については、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、当社
グループとしての役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から商品の仕入先に支
払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

(2) 工事契約に係る収益認識
　建設工事については、収益総額、工事原価総額、工事進捗率の各要素において成果の確実性が認めら
れる工事については工事進行基準を適用し、この要件を満たさない工事又は工期が著しく短い工事につ
いては工事完成基準を適用しておりましたが、原則として履行義務を充足するにつれて、一定の期間に
わたり収益を認識する方法に変更し、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主に発生原価に
基づくインプット法によっております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足する
と見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、履行義務を充足
した時点で収益を認識する方法に変更しております。

(3) 変動対価に係る収益認識
　売上割戻については、従来は支払額が確定した時点において計上しておりましたが、過去の実績等に
基づき合理的に算定した見積額を計上する方法に変更しております。
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　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに
従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結
会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
　また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」
は、当連結会計年度より「受取手形」、「売掛金」及び「契約資産」に含めて表示しております。
　この結果、収益認識会計基準等の適用前と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、契約資産は９億
39百万円増加、商品及び製品は11百万円増加、未成工事支出金は20億80百万円減少、流動負債のその他
は12億98百万円減少、支払手形及び買掛金は11百万円増加しております。当連結会計年度の連結損益計算
書は、売上高は263億２百万円減少、売上原価は264億81百万円減少、販売費及び一般管理費は１億１百
万円増加、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ76百万円増加しております。
　当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動計算書の利
益剰余金の期首残高は53百万円増加しております。
　当連結会計年度の１株当たり純資産額は6.92円増加し、１株当たり当期純利益は3.34円増加しておりま
す。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）
　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と
いう。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基
準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会
計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当連結会計年度
の連結計算書類に与える影響はありません。

（会計上の見積りに関する注記）
一定の期間にわたり収益を認識する方法における工事原価総額の見積り
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　　8,055百万円
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

①　算出方法
　履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法における完成工事高は、工事契
約ごとに連結会計年度末時点での見積り総原価に対する発生原価の割合を進捗度として算定しておりま
す。また、進捗度を合理的に見積もることができない契約については、発生した原価のうち回収すること
が見込まれる部分と同額を完成工事高として計上しております。
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建物 22百万円
土地 252百万円
投資有価証券 161百万円
計 436百万円

支払手形及び買掛金 379百万円
電子記録債務
一年内返済予定の長期借入金
長期借入金

374百万円
30百万円

269百万円
計 1,054百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額 4,739百万円

３．受取手形裏書譲渡高 62百万円

②　主要な仮定
　当社グループは、戸建て住宅の建築請負を始めとした建築一式工事やマンションの大規模工事を始めと
した防水・塗装工事、他にも内装・外壁等、手掛ける工事種類は多岐にわたり、また、取引先において
も、ゼネコン、建材販売店、工務店、マンションの管理組合のほか民間の個人等、多様な発注者と取引を
行っております。これらの工事の種類又は規模、発注者の状況等により、工事契約ごとに個別性があるた
め、工事契約ごとに工事担当者が一定の仮定のもと発生予定原価等の見積りを行っております。履行義務
を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法による完成工事高の算出において用いる主
要な仮定は、外注費であります。この仮定は、工期の変更や施工過程における工事内容の変更、追加工事
の受注等により工事契約ごとに合理的に見積もっております。

③　翌連結会計年度の計算書類に与える影響
　工事の種類及び規模、発注者等の特性による工事契約ごとの個別性に基づく仮定は不確実性を伴うた
め、これらの仮定について見直しが必要となった場合は、翌連結会計年度の財政状態及び経営成績に影響
を与える可能性があります。

（連結貸借対照表に関する注記）
１．担保資産及び担保付債務

(1) 担保に供している資産

(2) 担保に係る債務
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用 途 場 所 種 類 減 損 損 失

営 業 店 舗 等 栃 木 県 栃 木 市 車 両 及 び 運 搬 具 等 19

営 業 店 舗 愛 媛 県 松 山 市 建 物 附 属 設 備 0

遊 休 北 海 道 磯 谷 郡 蘭 越 町 土 地 4

遊 休 北 海 道 茅 部 郡 鹿 部 町 土 地 0

合 計 25

（連結損益計算書に関する注記）
減損損失

当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。
(単位：百万円)

　当社グループは、原則として事業用資産については管理会計上の区分に基づき営業店舗ごとに、賃貸資産
及び遊休資産については１物件ごとに区分してグルーピングを行っております。のれんについては、会社単
位でグルーピングを行っております。
　営業店舗につきましては、継続的な収益性の低下が見られたため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、
当該減少額を減損損失（20百万円）として特別損失に計上しております。
　時価が下落している遊休資産につきましては、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損
失（４百万円）として特別損失に計上しております。
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１．当連結会計年度末日における発行済株式の数 16,694,496株

決 議 株 式 の 種 類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基 準 日 効 力 発 生 日

2021年５月14日
取締役会

普通株式 90 6 2021年３月31日 2021年６月14日

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基 準 日 効力発生日

2022年５月13日
取締役会

普通株式 利益剰余金 150 10
2022年

３月31日
2022年

６月14日

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）

２．剰余金の配当に関する事項
(1) 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

(2) 当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金を主に銀行借入によって調達しております。一
時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しておりま
す。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形、電子記録債権、売掛金は、顧客の信用リスクにさらされております。投資有
価証券は、主に取引先企業との業務又は資本提携等に関連する株式であり、市場価格の変動リスクにさら
されております。また、関係会社に対し長期貸付を行っております。
　営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、ほとんど１年以内の支払期日であります。借入
金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたも
のであります。このうち一部は、変動金利であるため金利の変動リスクにさらされております。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制
①　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、債権管理規程に従い、営業債権及び長期貸付金について、営業部門と管理部門が
連携して主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理すると
ともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
　当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクにさらされる金融資産の貸借対照
表価額により表わされております。

②　市場リスク（金利等の変動リスク）の管理
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、取引先企
業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するととも
に、手元流動性を維持することなどにより、流動性リスクを管理しております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額
が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採
用することにより、当該価額が変動することもあります。
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連結貸借対照表計上額
（百万円） 時価（百万円） 差額（百万円）

(1) 投資有価証券（*2） 582 582 －

資産計 582 582 －

(2) 長期借入金 3,569 3,572 3

負債計 3,569 3,572 3

区分 連結貸借対照表計上額（百万円）

非上場株式 633

２．金融商品の時価等に関する事項
　2022年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。

（*1）　現金は記載を省略しており、預金、受取手形、電子記録債権、売掛金、支払手形及び買掛金、電子
記録債務、短期借入金については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、記
載を省略しております。

（*2）　市場価格のない株式等は、「(1) 投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸
借対照表計上額は以下のとおりであります。
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区分 時価（百万円）
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
　その他有価証券

株式 582 － － 582

区分 時価（百万円）
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － 3,572 － 3,572

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル
に分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時
価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算
定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
当連結会計年度（2022年3月31日）

(2) 時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当連結会計年度（2022年3月31日）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、そ
の時価をレベル１の時価に分類しております。

長期借入金
　長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基
に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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連結貸借対照表計上額 時 価

2,188 2,732

１．１株当たり純資産額 941円45銭

２．１株当たり当期純利益 37円24銭

（賃貸等不動産に関する注記）
１．賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社及び一部の子会社では、北海道その他の地域において、倉庫、事務所及び土地等を有しております。

２．賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位：百万円）

（注１）連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であり
ます。

（注２）当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用い
て調整を行ったものを含む。）であります。

（１株当たり情報に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注） 合計

建設資材 建設工事 資材運送 不動産
賃貸 計

売上
一時点で移転される
財 33,088 17,073 4,189 － 54,351 270 54,622

一定の期間にわたり
移転される財 73 7,982 － － 8,055 － 8,055

顧客との契約から生
じる収益 33,161 25,056 4,189 － 62,407 270 62,678

その他の収益 － － 13 256 269 － 269

外部顧客への売上高 33,161 25,056 4,202 256 62,676 270 62,947

（収益認識に関する注記）
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業、保険代理
店事業及び車両整備事業を含んでおります。

２．収益を理解するための基礎となる情報
　収益を理解するための基礎となる情報は「（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する
注記等）４．会計方針に関する事項（5）重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。
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当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権(期首残高) 19,639

顧客との契約から生じた債権(期末残高) 17,999

契約資産(期首残高) 530

契約資産(期末残高) 939

契約負債(期首残高) 795

契約負債(期末残高) 272

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結
会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及
び時期に関する情報

(1) 契約資産及び契約負債の残高等
（単位：百万円）

　契約資産は主にゼネコン等の下請けとなる内装工事や戸建て住宅の建築請負に係る元請け工事などを行
う専業工事に係る対価に対する当社及び連結子会社の権利に関するものであります。契約資産は、対価に
対する当社及び連結子会社の権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えており
ます。ゼネコン等の下請け工事に関する対価は、概ね月ごとの出来高に基づき請求しており、当該請求金
額を取引先ごとの契約内容に基づく支払期間で受領しております。戸建て住宅の建築請負工事については
概ね完成と同時期に受領しております。
　契約負債は主に建設工事に係る履行義務の充足前に顧客から受領した対価であり、連結貸借対照表上、
流動負債のその他に含まれております。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。
　当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、723百万円
であります。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格
　残存履行義務については、そのほとんどが１年以内に収益を認識することを見込んでいるため、実務上
の便法を適用し記載を省略しております。
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株主資本等変動計算書

（単位：百万円）
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

当期首残高 417 318 8 327 104 1,819 650 2,574
当期変動額
剰余金の配当 △90 △90
当期純利益 347 347
自己株式の取得
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － － － 257 257
当期末残高 417 318 8 327 104 1,819 908 2,831

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計自己株式

株主
資本
合計

その他
有価証
券評価
差額金

評価・換
算差額
等合計

当期首残高 △446 2,871 20 20 2,892
当期変動額
剰余金の配当 △90 △90
当期純利益 347 347
自己株式の取得 △0 △0 △0
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △13 △13 △13

当期変動額合計 △0 257 △13 △13 243
当期末残高 △446 3,129 6 6 3,136

（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
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個別注記表

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)
１．資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法
子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法によっております。
　ただし、1998年４月１日以降取得した建物(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降取得した
建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。
　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法によっております。
　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっ
ております。

(3) リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

３．引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金
従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。
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(3) 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、
当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。
　なお、当事業年度末において年金資産が退職給付債務（未認識数理計算上の差異を除く）を上回ったた
め、この差額を前払年金費用に計上しております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

(4) 関係会社損失引当金
関係会社の事業に伴い発生する損失に備えるため、損失見込額を計上しております。

４．収益及び費用の計上基準
(1) ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準

　リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。
(2) 不動産賃貸契約

　不動産賃貸事業においては、倉庫、事務所、土地等の賃貸を行っており、賃貸契約に定めた賃貸期間の
経過に基づき収益を計上しております。約束された対価は賃貸期間の開始日前に支払いを受けており、対
価の金額に重要な金融要素は含まれておりません。

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
退職給付に係る会計処理
　退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類における会計処理の方法と異
なっております。
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建物 11百万円
土地 97百万円
合計 109百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額 1,358百万円

３．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
　関係会社に対する短期金銭債権 408百万円
　関係会社に対する長期金銭債権 1,235百万円
　関係会社に対する短期金銭債務 1,641百万円

(会計方針の変更に関する注記）
（収益認識に関する会計基準等の適用）
　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用
し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込
まれる金額で収益を認識することといたしました。

　なお、当該会計方針の変更による影響は軽微であります。
（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と
いう。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」
（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等
が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当事業年度の計算書類に
与える影響はありません。

(会計上の見積りに関する注記)
該当事項はありません。

(貸借対照表に関する注記)
１．担保資産及び担保付債務

担保に供している資産
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　　　営業収益 1,386百万円
　　　営業費用 6百万円
　　　営業取引以外の取引高 32百万円

用 途 場 所 種 類 減 損 損 失

遊 休 北 海 道 磯 谷 郡 蘭 越 町 土 地 4

遊 休 北 海 道 茅 部 郡 鹿 部 町 土 地 0

合 計 4

種 類 金 額
土 地 4

(損益計算書に関する注記)
１．関係会社との取引高

２．減損損失
　当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

(単位：百万円)

　当社は、原則として賃貸資産及び遊休資産については１物件ごとに区分してグルーピングを行ってお
ります。
　時価が下落している遊休資産につきましては、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減
損損失（４百万円）として特別損失に計上しております。

減損損失計上額の固定資産の種類ごとの内訳
(単位：百万円)

　遊休の資産グループの回収可能価額は、正味売却価額により測定しております。正味売却価額の算定
にあたっては、原則として不動産鑑定士による不動産鑑定評価額により、重要性のない資産について
は、不動産鑑定評価額を合理的に調整した額により、売却を予定している資産については、売却予定価
額により算定しております。

－ 26 －



普通株式 1,652,304株

関 係 会 社 株 式 評 価 損 390百万円
減 損 損 失 124百万円
関 係 会 社 損 失 引 当 金 45百万円
貸 倒 引 当 金 115百万円
賞 与 引 当 金 5百万円
投 資 有 価 証 券 評 価 損 10百万円
未 払 役 員 退 職 慰 労 金 18百万円
未 払 社 会 保 険 料 0百万円
未払事業税及び未払特別法人事業税 2百万円
ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 2百万円
そ の 他 6百万円
繰 延 税 金 資 産 小 計 723百万円
評 価 性 引 当 額 △712百万円
繰 延 税 金 資 産 合 計 10百万円

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 0百万円
前 払 年 金 費 用 46百万円
そ の 他 0百万円
繰 延 税 金 負 債 合 計 47百万円
繰 延 税 金 負 債 の 純 額 36百万円

(株主資本等変動計算書に関する注記)
当事業年度の末日における自己株式の種類及び株式数

(税効果会計に関する注記)
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債
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属 性 会 社 等 の 名 称
議 決 権 等 の
所有（被所有）
割 合

関 連 当 事 者
と の 関 係 取 引 の 内 容 取 引 金 額 科 目 期 末 残 高

子会社 ㈱クワザワ 所有
直接100.0％

業務の受託
資金の貸付
役員の兼任

業務受託等 591
未収入金 406資金の貸付

（注1） 2,500

子会社 ㈱クワザワ工業 所有
直接100.0％

資金の借入
役員の兼任

資金の借入
（注1） 1,200

　　－ －
利息の支払 5

子会社 ㈱住まいのクワザワ 所有
直接100.0％

資金の貸付
役員の兼任

資金の貸付
（注1） 600 関係会社長期

貸付金 700
利息の受取 6

子会社 ㈱ニッケー 所有
直接100.0％

資金の借入
役員の兼任

資金の借入
（注1） 220 短期借入金 100

子会社 ㈱光和 所有
直接100.0％

資金の借入
役員の兼任

資金の借入
（注1） 150 短期借入金 150

子会社 ㈱サツイチ 所有
直接100.0％ 資金の借入 資金の借入

（注1） 600 短期借入金 400

子会社 原木屋産業㈱ 所有
直接100.0％

資金の借入
役員の兼任

資金の借入
（注1） 290 短期借入金 290

子会社 原木屋セーフティー
ステップ㈱

所有
直接100.0％

資金の借入
役員の兼任

資金の借入
（注1） 130 短期借入金 130

子会社 ㈱フリー・ステアーズ 所有
直接100.0％

資金の貸付
役員の兼任

資金の貸付
（注1） 440 関係会社長期

貸付金 530

子会社 山光運輸㈱
所有
直接 90.0％
間接 10.0％

資金の借入 資金の借入
（注1） 150 短期借入金 150

子会社 札幌アサノ運輸㈱ 所有
直接60.0％ 資金の借入 資金の借入

（注1） 180 短期借入金 150

１．１株当たり純資産額 208円50銭

２．１株当たり当期純利益 23円12銭

(関連当事者との取引に関する注記)
子会社及び関連会社等

(単位：百万円)

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注1）資金の借入及び貸付については、市場金利を勘案し利率を合理的に決定しております。
（注2）子会社への貸倒懸念債権に対し、合計341百万円の貸倒引当金を計上しております。また、当事業年

度において合計133百万円の貸倒引当金繰入額を計上しております。

(１株当たり情報に関する注記)
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(重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

(収益認識に関する注記）
収益を理解するための基礎となる情報
　収益を理解するための基礎となる情報は「（重要な会計方針に係る事項に関する注記）４．収益及び費用の
計上基準」に記載のとおりです。
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